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３
月
26
日
、市
内
に
お
い
て
、

役
員
議
員
55
名
の
出
席
の
も

と
、
通
常
議
員
総
会
を
開
催

し
た
。

　

総
会
は
、
は
じ
め
に
、
荒

金
会
頭
よ
り
「
最
近
の
経
済

情
勢
は
、
日
経
平
均
株
価
が

４
万
円
を
超
え
る
史
上
最
高

値
を
更
新
し
、
日
本
企
業
の

好
調
な
業
績
を
示
し
て
い
る

が
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、

今月のトピックス

２
Ｐ　

・
令
和
６
年
度
事
業
計
画
概
要
・
収
支
予
算
書

３
Ｐ　

・
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の
お
知
ら
せ

４
Ｐ　

・
栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
信
開
始

　
　
　

・
補
助
金
情
報
／
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

５
Ｐ　

・
令
和
６
年
度
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ
・
マ
ル
経
融
資
制
度
の
ご
案
内

　
　
　

・
う
ず
ま
共
済
制
度
の
ご
案
内

依
然
と
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
原
材
料

費
等
の
価
格
転
嫁
に
加
え
、

自
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
価
格

の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
、

地
域
の
経
済
発
展
と
雇
用
の

創
出
に
寄
与
し
て
ま
い
る
。」

と
挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
議
事
は
、
荒
金

会
頭
が
議
長
と
な
り
進
行
。

　

最
初
に
報
告
事
項
と
し
て
、

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
件
、

令
和
５
年
度
新
入
会
員
の
入

会
の
件
、
各
委
員
会
・
議
員

幹
事
団
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
の
議
案
審
議
で
は
、

令
和
５
年
度
収
支
変
更
予
算

（
案
）、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
（
案
）、（
２

Ｐ
掲
載
）、
規
程
の
一
部
改
正

（
案
）、
羽
田
空
港
直
通
乗
入

推
進
委
員
会
の
設
置
（
案
）

が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
可
決
決
定
し

た
。

　

本
総
会
に
お
い
て
、
当
委

員
会
の
設
置
が
承
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
行
政
や
Ｊ

Ｒ
東
日
本
・
東
武
等
民
間
関

係
機
関
に
協
議
・
要
望
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。

委
員
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

委
員
長　

若
菜　

秀
夫

副
委
員
長　

平
野　

和
正

副
委
員
長　

小
藤　

有
彦

委　
　

員　

渡
邊　

嘉
一

委　
　

員　

小
池　

雅
弘

委　
　

員　

福
富　

正
浩

委　
　

員　

谷
中
俊
太
郎

通
常
議
員
総
会
を
開
催

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
決
定

　

創
立
130
周
年
を
記
念
し
、120
周
年
以
降
の
10
年
間
を
集
約
し
た
、

130
周
年
記
念
誌
と
、
基
金
寄
付
銘
板
が
完
成
し
た
。

　

記
念
誌
は
、
当
所
の
Ｈ
Ｐ
又
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

併
せ
て
、
基
金
寄
付
銘
板
は
、
当
会
議
所
の
ホ
ー
ル
通
路
に

設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
立
130
周
年
記
念
事
業

記
念
誌
の
発
行
と
基
金
寄
付
銘
板
の
設
置

羽
田
空
港
直
通
乗
入

　
推
進
委
員
会
を
設
置



収入の部

支出の部
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主要項目

Ⅰ．商工会議所
の組織・機能強
化
（新たな時代を創
る商工会議所の
ために）

Ⅱ．政策提言等
要望の推進
（中小・小規模事
業者が成長・発
展するために）

Ⅲ．地域力の強
化と推進
（地域ぐるみの地
方創生のために）

重点事項

事業名

１．組織並びに財政基盤強化
　・新規会員の加入促進 
　・各種共済・保険制度の普及促進 
　・各種検定試験の普及促進と周年事業の推進
２．危機管理強化及び環境対策の推進
　・災害等不測の事態に備えた会議所機能の
　　強化 
３．会員サービスの向上及び会員交流事業の
　　拡充・強化
　・会員交流会等福利厚生事業の開催 
　・プレスリリース記事化の向上
　・SNSを活用した事業PRと認知度向上 
４．業務のデジタル化と役職員等の資質向上
　・情報発信力（プレゼンス）の強化 
１．会員への提言要望事項調査の実施
２．（一社）栃木県商工会議所連合会・栃木市
　　商工経済団体連絡協議会との連携推進
３．国・地方自治体等への積極的な要望活動
　　の実施
　・人手不足や原材料価格等高騰、デジタル
　　化推進に対する要望 
　・法改正や規制緩和に関する要望
１．人と企業が輝く地域の創造
　・生産性向上に資するデジタル実装の推進 
　・民間主導による公民共創まちづくりの取
　　組の推進（ローカルファースト）
　・大阪・関西万博の開催に向けた機運醸成

１．持続的賃上げ
２．観光振興
３．中心市街地の活性化
４．高付加価値を生む産業の育成

主要項目

Ⅳ．産業振興事
業の推進
（地域の活力ある
産業振興のため
に）

Ⅴ．会員事業所
の経営力向上の
支援
（イノベーション
の創出と成長の
ために）

事業名

２．地域づくり・まちづくり等の推進
　・精霊鎮魂「線香花火」イベント等による
　　賑わい創出支援 
　・地域資源の高付加価値化の強化支援 
１．新たな需要の開拓に寄与する事業の実施
　・知的財産を活用した地域ブランドの価値
　　と稼ぐ力の向上支援 
　・関係機関と連携した海外展開支援
２．人手不足等支援事業の実施
　・新規学卒者等の管内企業への採用支援
　・中小企業等における採用に関する情報の
　　発信
３．人材育成等支援事業の実施
　・働き方改革に関する啓発と支援 
４．地域連携推進事業の推進
　・栃木・小山商工会議所交流会議の推進
１．人手不足や物価高騰に関する対策支援
２．AI や IOT、クラウドサービスなど DX
　　活用による生産性向上の取組み支援 
３．経営力向上支援事業等の実施（経営改善
　　及び経営発達支援事業）
　・価格転嫁のための取引価格の適正化推進
　　（パートナーシップ構築宣言） 
　・収益力改善に資するビジネス変革支援
　・スタートアップを後押しする多様な資金
　　調達の支援
４．地域経済動向関連調査の効果的な活用促
　　進（景気観測調査・日商ＬＯＢＯ調査等）
５．ＥＳＧ経営の推進
　・栃木市と連携した省エネ脱炭素の取組み
　　推進

令和６年度　事業計画概要

令和６年度　各会計収支予算書（総括版）

※ゴシック体は
　新規・重点事業

一般会計 小規模事業特別会計 収益事業特別会計 特定退職金共済制度特別会計 労働保険事務組合特別会計

款
会   費
交付金
事業収入
寄付金・負担金
取崩収入
繰越金・その他
合   計

予算額
35,460
6,010
9,010
1,000
20,000
56,520
128,000

款
人件費
事業費
事務局費
会議費
渉外費・その他
繰出金
合   計

予算額
17,500
55,310
9,800
8,600
12,260
24,530
128,000

収入の部

支出の部

款
補助金
事業収入
雑収入
繰入金

合   計

予算額
53,283
1,000
217

24,500

79,000

款
人件費
事業費
管理費
雑   費

合   計

予算額
58,000
20,610
330
60

79,000

収入の部

支出の部

款
手数料収入
貸室収入
検定事業収入
補助金
雑収入
共済配当金受入
合   計

予算額
48,000
20,500
2,000
100
1,400
13,000
85,000

款
人件費
維持管理費
事業費
事務局費
共済配当
繰出金・その他
合   計

予算額
14,500
23,800
1,300
7,550
14,800
23,050
85,000

収入の部

支出の部

款
共済事業掛金収入
企業年金契約給付金受入
雑収入
繰越金

合   計

予算額
74,400
55,000
10
590

130,000

款
共済事業給付金
管理費
支払保険料
繰越金

合   計

予算額
55,000
3,850
70,680
470

130,000

収入の部

支出の部

款
労働保険料
事務手数料
報奨金
雑収入
繰入金

合   計

予算額
2,200
120
320
30
30

2,700

款
労働保険料
事務費
公課分担金
繰出金

合   計

予算額
2,200
140
30
330

2,700

（単位：千円）
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○
第
６
回 
総
務
組
織
委
員
会

開
催
日　

２
月
26
日　

出
席
者　

９
名

協
議
事
項

(1)
創
立
130
周
年
記
念
事
業

　

①
記
念
誌
の
編
纂

(2)
令
和
５
年
度
事
業
報
告

(3)
令
和
６
年
度
事
業
計
画(

案)

○
第
２
回
金
融
税
務

　

・
労
務
雇
用
合
同
委
員
会

開
催
日　

３
月
５
日

出
席
者　

　

金
融
税
務
委
員
会　

７
名

　

労
務
雇
用
委
員
会　

６
名

協
議
事
項

(1)
金
融
税
務
委
員
会

　

①
令
和
５
年
度
事
業
報
告

　

②
令
和
６
年
度
事
業
計
画

(

案)

(2)
労
務
雇
用
委
員
会

　

①
令
和
５
年
度
事
業
報
告

　

②
令
和
６
年
度
事
業
計
画

(

案)

○
第
２
回
経
営
政
策
委
員
会

開
催
日　

３
月
６
日

出
席
者　

８
名

報
告
事
項　

(1)
令
和
５
年
度
事
業
報
告 

(2)
令
和
５
年
度
地
域
経
済
発

展
の
た
め
の
産
業
振
興

施
策
に
関
す
る
要
望
書

に
対
す
る
栃
木
市
か
ら

の
回
答                                   

(3)
第
60
回
栃
木
県
商
工
会
議

所
議
員
大
会
決
議
事
項

の
対
応
状
況(

回
答)

(4)
２
０
２
３
年
度 

栃
木
Ｙ

Ｅ
Ｇ
政
策
提
言
報
告                   

協
議
事
項

(1)
令
和
６
年
度
事
業
計
画(

案)                       

(2)
令
和
６
年
度(

第
61
回)

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員

　

大
会
提
言・要
望
事
項(

案)

○
第
４
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

開
催
日　

３
月
12
日

出
席
者　

10
名

協
議
事
項

(1)
令
和
５
年
度
事
業
報
告

(2)
令
和
６
年
度
事
業
計
画(

案)

○
第
３
回
産
業
振
興
委
員
会

開
催
日　

３
月
21
日

出
席
者　

９
名

協
議
事
項

(1)
令
和
５
年
度
事
業
報
告

(2)
令
和
６
年
度
事
業
計
画(

案)

　

３
月
15
日
、当
所
に
お
い
て
、役
員
22
名
の
出
席
の
も
と
、常
議

員
会
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、報
告
事
項
と
し
て
、議
員
職
務
執
行
者
変
更
が
報

告
さ
れ
た
。

　

次
の
議
案
審
議
で
は
、新
入
会
員

の
入
会
承
認
の
件
、通
常
議
員
総
会

上
程
議
案
と
な
る
令
和
５
年
度
収

支
変
更
予
算(

案)

、令
和
６
年
度
事

業
計
画・収
支
予
算(

案)

、規
程
の一

部
改
正(

案)

、羽
田
空
港
直
通
乗
入

推
進
委
員
会
の
設
置(

案)

が
審
議

さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
可

決
決
定
し
た
。

　

３
月
18
日
、
当
所
に
お
い
て
、
第
３
回
振
興
委
員
連
絡
会

議
を
開
催
し
た
。

　

会
議
は
は
じ
め
に
、
経
営
改
善
普
及
事
業
等
の
実
績
報

告
、
続
い
て
、
原
油
・
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ

る
自
社
や
地
域
内
、
各
業
界
の
現

状
と
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
っ
た
。
管
内
の
景
況
感
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
は
拭
え
ず
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
令
和
６
年
度
も
17
名
の
振

興
委
員
が
一
丸
と
な
り
、
経
営
に

役
立
つ
各
種
施
策
を
会
員
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
更
な
る
周

知
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
度 

第
３
回

　

振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催

令
和
５
年
度 

第
３
回

　

振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催

常
設
委
員
会
を
開
催

常
議
員
会
を
開
催

　

３
月
15
日
、宇
都
宮
市
内
に
お
い
て
、（
一
社
）栃
木
県
商
工
会

議
所
連
合
会 

令
和
５
年
度
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、荒
金
会
頭
、

若
菜・小
野
口・膝
附・佐
山
各
副
会
頭
、國
保
専
務
理
事
が
出
席

し
た
。

　

総
会
は
、藤
井
県
連
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、令
和
６
年
度
事

業
計
画(

案)

、令
和
６
年
度
一
般

会
計
収
支
予
算(

案)
、及
び
特
別

会
計
収
支
予
算(

案)

、令
和
６
年

度
会
費
負
担
額(

案)

、役
員
の一

部
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、ジ
ェ
ト
ロ
栃
木

貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長 

宮
崎

佳
菜
氏
よ
り「
日
本
企
業
の
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
動
向
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
講
話
が
さ
れ
た
。

(

一
社)

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

　
　
　
　
　
臨
時
総
会
に
参
加

『商工会議所福祉制度キャンペーン』 
実施のお知らせ

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペー
ン」を4/1～6/28に実施いたします。本キャンペーン
は『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いた
だき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくこと
を主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の
保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々
な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社
員がお伺いした際には、是非ご協力くださいますよう
お願い申しあげます。
※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推
進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社に
より運営されている組織です。

－連絡先－  総務課　℡ 23-3131
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◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

５
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

 

経
営
指
導
員
相
談
会　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※
予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23-

３
１
３
１

http://bit.ly/3gRXpGd

 
専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

５
月
９
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

５
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県
産

　
　
　
　
　
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

５
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　

５
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

　
　
　
　
　
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

企

業

サ

ポ

ー

ト

情

報

　

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
は
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
業
務
効
率
化
や

Ｄ
Ｘ
等
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
サ
ー

ビ
ス
等
）
の
導
入
を
支
援
す

る
補
助
金
で
す
。

　

対
象
と
な
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
サ
ー
ビ

ス
等
）
は
、
事
前
に
事
務
局

の
審
査
を
受
け
、
補
助
金
Ｈ

Ｐ
に
公
開
（
登
録
）
さ
れ
て

い
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

直
近
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

■
通
常
枠
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
枠
・
イ
ン
ボ
イ
ス
枠

（
電
子
取
引
類
型
）

　

第
３
次
締
切
：
５
月
20
日

■
イ
ン
ボ
イ
ス
枠
（
イ
ン
ボ

イ
ス
対
応
類
型
）

　

第
４
次
締
切
：
４
月
30
日

詳
細
は
次
の
通
り

https://it-shien.sm
rj.go.jp/

※１）消費動向等分析経費のクラウド利用料は、１年分が補助対象。
※２）小規模事業者の補助率は4/5。中小企業の補助率は3/4.
※３）補助額50万円超の際の補助率は、補助額のうち50万円以下につい
　　　ては3/4（小規模事業者は4/5）、50万円超については2/3.
※４）(独)情報処理推進機構（IPA）「サイバーセキュリティお助け隊
　　　サービスリスト」に掲載されたサービス。

令
和
５
年
度
補
正
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

　

 

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
２
０
２
４

令
和
５
年
度
補
正
サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

　

 

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
２
０
２
４

　

栃
木
市
内
企
業
へ
の
就
職
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
企
業

情
報
を
掲
載
し
た
デ
ジ
タ
ル
版
「
栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
配
信
が
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
就
職
希
望
者
が
求
職
活

動
の
際
に
ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
、
チ
ラ
シ
や
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

新
聞
折
込
み
や
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
専
門
学
校
、
公
共
施
設

等
で
の
周
知
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
随
時
、
掲
載
企
業

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
採
用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
様

は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※

掲
載
企
業…

会
員
限
定
・
掲
載
料
あ
り
。

栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
信
開
始

栃木市企業ガイドブックURL
➡https://tochigi-guidebook.com

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

　

事
務
局　

℡
23-

３
１
３
１

　
　

（
栃
木
商
工
会
議
所
内
）

栃木市企業
ガイドブック
ＱＲコード➡

掲載企業
申込フォーム
ＱＲコード➡
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当
会
議
所
で
は
、
２
０
２
３
年
に
続
き
、
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
４(
中
小
規
模
法
人
部
門)

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。(

認
定
期
間

１
年
間)

　

認
定
４
年
目
と
な
る
本
年
も
、健
康
経
営
優
良
法
人
と
し
て
、今
ま
で

以
上
に
健
康
管
理
に
十
分
配
慮
し
、能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

働
き
や
す
い
・
充
実
し
た
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
と
は
】

　

地
域
の
健
康
課
題

に
即
し
た
取
り
組
み
や
、

日
本
健
康
会
議
が
進
め

る
健
康
増
進
の
取
り
組

み
を
も
と
に
、
特
に
優

良
な
健
康
経
営
を
実
践

し
て
い
る
法
人
が
顕
彰

さ
れ
る
制
度
で
す
。

令
和
６
年
度
分 

会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度
分(

全
・
前
期)

会
費
の
口
座
振
替
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
指
定
の
預
金
口
座
の
ご
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　※

口
座
振
替
を
ご
利
用
で
な
い
会
員
様
に
は
、
振
込

通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※

領
収
書
が
必
要
な
方
、
口
座
振
替
の
お
手
続
き
を

ご
希
望
の
方
は
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　【問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

℡
23-

３
１
３
１

４月23日(火)
口座振替日

うずま共済加入者還元事業
『健康診断サービス』申込方法変更のお知らせ
　これまで折込チラシでご案内しておりました健康
診断サービスは、お申し込み方法が、下記のとおり
変更となります。

※うずま共済１年以上の加入者の方は、特別価格
　で受診できます。
※健診日については、各日の定員の関係で、ご希望
　に添えない場合がございます。

7,900円
18,800円
41,800円

9,900円
23,600円
44,000円

基 本 プ ラ ン
生活習慣病プラン
人間ドックプラン

特別価格 通常料金各種プラン名

　中小企業等で働く方やそのご家族が加入している健康保険「協会けんぽ栃木支部」の令和６年度の
健康保険料率は現在の9.96％から9.79％へ引き下げとなります。また、介護保険料率は現在の1.82％
から1.60％へ引き下げとなります。
　変更時期は、どちらも令和６年４月納付分からとなります。

令和６年度「協会けんぽ」の保険料率のお知らせ

　

５
月
５
日(

日)

、
６
日(

祝)

の
２
日
間
、

と
ち
ぎ
山
車
会
館
前
広
場
に
お
い
て
、
栃
木
市

商
店
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
人
形
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
山
車
会
館
前
広
場
に
お
い
て
鯉

の
ぼ
り
が
掲
揚
さ
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
は
鯉
の

ぼ
り
の
塗
り
絵
や
兜
試
着
会
、
福
引
会
等
の

子
ど
も
の
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
用
意
さ
れ
る
ほ
か
、
人
形
供
養
や
栃
っ
子

茶
屋(

物
販
ブ
ー
ス)

等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
日
、
み
つ
わ
通
り
や
蚤
の
市
通
り
で
は
、
他
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　【問
い
合
わ
せ
先
】　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局　

℡
23-

３
１
３
１

栃
木
市
商
店
会
連
合
会

人
形
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

検索協会けんぽ　保険料率　令和６年 協会けんぽ栃木支部  ℡ 028-616-1692

◎詳しい内容は協会けんぽホームページにてご確認ください。

「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
４
」に
認
定

山車会館前広場の様子

①お電話で健康診断サービスご利用についてご
　連絡をお願いします。
②お申し込み用紙をFAXにて送付いたします。
③必要事項をご記入の上、ご希望のプランの料金
　を添えて窓口にてお申し込みください。

【申込み・問い合わせ先】総務課　℡ 23-3131
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NO.436 令和６年４月10日発行 編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

３月例会 「卒業式」 を開催３月例会 「卒業式」 を開催

全体集合写真 懇親会乾杯写真

女性経営者会NEWS

令和５年度 第５回役員会を開催

　３月13日、当所において第５回役員会を開催した。
　会議ははじめに、堀会長より創立５周年記念事業に対する協力
の御礼と広域事業講演会、並びに小山商工会議所女性経営者会
30周年記念式典、令和６年能登半島地震への災害義援金につい
て報告がされた。
　続いて協議事項では、総会上程案件である令和６年度事業
計画(案)と収支予算(案)について協議された。令和６年度の主な
事業として、視察研修と地域活性化イベントの実施を予定している。
　視察研修は、多くの会員に参加していただけるような内容とすること、また、地域活性化イベントは、
単独でのイベントを開催できるよう、引き続き検討していくこととなった。
　人の動きが活発化し経済活動が加速化してきている中、令和６年度も意欲的に活動してまいりたい。

　３月６日、総務委員会が主管となり３月例会「卒業式」を開催し、卒業生を含む会員47名が出席した。
　本例会は、この３月に卒業される先輩方の功績をたたえるとともに、ＹＥＧ活動を通して得られた知識や
経験をお話しいただき、今後の活動や会員事業所の資質向上を図ることを目的に開催したもの。
　今年度は、10名の卒業生のうち、中島佐知子君、臼井克英君、小島圭介君、粕尾栄之君、寺内雅紀君、
渡邊正弘君、下田明範君の７名にご出席をいただき、自身の事業や、ＹＥＧ活動に対するそれぞれの思いが
後輩たちに伝えられた。参加した会員は、ＹＥＧの今後を担うものとして、先輩方の言葉を真摯に受け止め、
熱心に耳を傾けていた。
　卒業生に対し藤平次年度会長予定者より送辞が述べられた後、笠原会長より花束・記念品が贈られた。
卒業式終了後、懇親会が開かれ、ＹＥＧ活動の思い出話に華を咲かせ盛会のうちに終了した。
　ご出席をいただいた卒業生の皆様、会員の皆様に感謝を申し上げます。

総務委員長　市川　敬太

中島佐知子 君
臼井　克英 君
小島　圭介 君
大阿久広行 君

(㈲　 佳  　伸)
(㈱ ア ル ボ)
(栃木陶器瓦㈱)
(オオアク建装工業㈱)

粕尾　栄之 君
寺内　雅紀 君
永田　智也 君

(㈱栃木オフィス機器)
(モトマ産業㈱)
(㈱永田測量設計事務所)

渡邊　正弘 君
市川　勝美 君
下田　明範 君

(プロのほぐし)
(㈲市川京染呉服店)
(㈱アポニーズ)

令和５年度卒業生(生年月日順)


